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建
設
常
任
委
員
会

文
教
消
防
水
道
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

環
境
経
済
常
任
委
員
会

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

債
務
負
担
行

為
で
、
指
定
管
理
者
の
指
定

に
伴
う
八
幡
山
公
園
管
理
業

務
に
つ
い
て
、
新
た
に
設
定

す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
道
路
占
用
料

条
例
等
の
一
部
改
正

議
案
の
概
要　

道
路
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
道

路
占
用
料
、
準
用
河
川
占
用

料
並
び
に
法
定
外
公
共
物
及

び
下
水
道
施
設
に
係
る
占
用

料
の
額
の
引
き
下
げ
な
ど
を

す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

議
案
の
概
要　

施
設
の
効
率

的
な
管
理
運
営
及
び
利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

八
幡
山
公
園
に
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
及
び
利
用

料
金
制
度
を
導
入
す
る
も
の
。

質　

疑　

公
園
内
の
行
為
の

許
可
に
関
す
る
業
務
は
、
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
何

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
許

可
の
判
断
を
行
う
の
か
。

説　

明　

八
幡
山
公
園
の
許

可
の
実
績
と
し
て
は
、
学
校

の
校
外
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
に
よ
る
ご
み
拾
い
、

市
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
映
画
や

テ
レ
ビ
の
撮
影
な
ど
で
あ
り
、

指
定
管
理
者
で
も
容
易
に
判

断
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
許
可
に
関
す
る
業
務

を
与
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
な
い
事
例
が
今
後
発
生
す

る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
誤
っ
た
判

断
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
公

園
管
理
者
で
あ
る
市
と
の
連

携
を
徹
底
し
て
い
く
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

教
育
費
で
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
対
応
す
る
た
め
の
、
子

ど
も
の
家
の
施
設
整
備
に
伴

う
放
課
後
活
動
施
設
整
備
費

を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
中
学
校
社
会
科
教
科
用
図

書
（
歴
史
・
公
民
分
野
）

の
適
正
な
採
択
を
求
め
る

陳
情

陳
情
の
趣
旨　

文
部
科
学
省

は
、
21
年
に
新
し
い
教
科
書

検
定
基
準
を
告
示
す
る
と
と

も
に
、
装
丁
や
見
映
え
で
は

な
く
内
容
を
考
慮
し
た
綿
密

な
調
査
研
究
を
公
正
か
つ
適

正
に
行
い
、
各
採
択
権
者
の

権
限
と
責
任
の
も
と
、
地
域

実
情
に
最
も
適
し
た
教
科
書

を
採
択
し
て
い
く
こ
と
並
び

に
教
育
基
本
法
の
改
正
内
容

や
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
内

容
を
十
分
理
解
し
、
適
切
な

教
科
書
採
択
を
行
う
よ
う
通

知
し
て
い
る
。

　

採
択
に
当
た
っ
て
は
、
教

育
基
本
法
及
び
学
習
指
導
要

領
の
示
す
教
育
の
目
的
及
び

教
育
の
目
標
に
最
も
適
合
し

た
教
科
用
図
書
を
選
定
し
て

ほ
し
い
。

意　

見　

市
の
教
科
書
採
択

の
現
状
や
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を

踏
ま
え
る
と
、
陳
情
の
願
意

は
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
不
採
択
と
し
た
い
。

意　

見　

陳
情
の
趣
旨
や
理

由
は
妥
当
で
あ
り
、
義
務
教

育
の
中
で
正
し
い
歴
史
を
分

か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採

択
と
し
た
い
。

意　

見　

陳
情
の
願
意
は
既

に
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
に
す
べ
き
で

あ
る
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
採
択
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

総
務
費
で
、

防
犯
灯
補
助
金
の
申
請
件
数

が
当
初
見
込
み
を
上
回
っ
た

こ
と
に
伴
う
防
犯
対
策
費
を
、

民
生
費
で
、
私
立
保
育
園
の

整
備
費
助
成
に
対
す
る
県
補

助
金
の
交
付
決
定
に
伴
う
児

童
福
祉
施
設
運
営
等
助
成
費
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
改

修
に
伴
う
保
育
事
務
費
な
ど

を
、
衛
生
費
で
、
結
核
医
療

給
付
事
業
の
患
者
数
が
当
初

見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に

伴
う
結
核
予
防
費
を
、
そ
れ

ぞ
れ
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
子
ど
も
の
た
め

の
教
育
・
保
育
給
付
及
び 

利
用
者
負
担
に
関
す
る
条

例
の
制
定

議
案
の
概
要　

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
の
額
及
び
給
付
に
係

る
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て
、

政
令
等
で
定
め
る
額
の
範
囲

内
で
定
め
る
と
も
に
、
市
立

保
育
所
な
ど
の
利
用
に
係
る

利
用
者
負
担
額
の
徴
収
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
。

質　

疑　

27
年
４
月
１
日
か

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
が
本
格
的
に
実
施
さ

れ
る
が
、
保
育
所
な
ど
の
利

用
に
係
る
利
用
者
負
担
額
は
、

現
行
制
度
と
比
較
し
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

説　

明　

現
行
水
準
を
維
持

す
る
国
の
考
え
方
や
、
市
独

自
の
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
策
の
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
、

原
則
、
現
行
の
利
用
者
負
担

額
を
上
回
ら
な
い
よ
う
、
配

慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意　

見　

同
一
の
利
用
者
負

担
額
を
徴
収
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
小
規
模
保
育
事
業

な
ど
で
は
事
業
形
態
に
よ
っ

て
、
保
育
士
以
外
に
よ
る
保

育
を
認
め
る
な
ど
、
職
員
の

資
格
基
準
の
面
で
認
可
保
育

所
と
差
が
生
じ
て
お
り
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議

案
に
は
賛
成
は
で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

労
働
費
で
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
対
す

る
県
補
助
金
の
交
付
決
定
に

伴
う
雇
用
支
援
対
策
費
を
追

加
計
上
し
、
商
工
費
で
、
企

業
立
地
・
定
着
促
進
拡
大
再

投
資
補
助
金
の
申
請
件
数
が

当
初
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ

と
に
伴
う
企
業
誘
致
定
着
促

進
費
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に

つ
い
て
、
ご
み
収
集
運
搬
業

務
委
託
ほ
か
２
件
に
つ
い
て
、

新
た
に
設
定
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
の
概
要　

オ
リ
オ
ン
市

民
広
場
（
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
）
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

質　

疑　

指
定
管
理
者
の
更

新
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
望
む
が
、
今
回
、
指
定
管

理
者
が
３
者
に
よ
る
運
営
共

同
体
と
な
る
こ
と
で
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ

っ
て
い
く
の
か
。

説　

明　

新
た
な
指
定
管
理

者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

者
に
加
え
、
地
元
新
聞
社
と

商
店
街
が
参
画
す
る
形
と
な

る
が
、
新
聞
社
に
よ
る
大
型

映
像
装
置
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
や
、
広
告
媒
体
を
利

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
な

ど
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
商

店
街
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に

よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

お
け
る
相
乗
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

※
ペ
イ
ジ
ー

　

金
融
機
関
の
窓
口
で
待
つ
こ
と

な
く
、
税
金
な
ど
を
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
な
ど

か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
。

○
宇
都
宮
市
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

議
案
の
概
要　

国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
な
ど
の
給
料
月
額
、

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
市

議
会
議
員
及
び
特
別
職
の
職

員
の
期
末
手
当
並
び
に
、
教

育
長
の
勤
勉
手
当
を
引
き
上

げ
る
も
の
。

意　

見　

一
般
職
の
職
員
な

ど
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
賛
成
す
る
が
、
市
議
会
議

員
に
つ
い
て
は
引
き
上
げ
る

必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
条
例
全
体
と
し

て
は
賛
成
で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
税
条
例
の
一
部

改
正

議
案
の
概
要　

市
税
の
納
付

に
係
る
利
便
性
の
向
上
及
び

収
納
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
ペ
イ
ジ
ー
に
よ
る
市

税
の
収
納
を
開
始
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
に
電
磁
的
記

録
に
よ
る
納
付
書
及
び
納
入

書
を
規
定
す
る
も
の
。

質　

疑　

金
融
機
関
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
の
み
の
対
応
と
、
銀

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
含
め
た
対
応
が

あ
る
な
ど
、
ペ
イ
ジ
ー
へ
の

対
応
が
異
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
方
法
は
ど
の
よ
う
な
基

準
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

説　

明　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ペ

イ
ジ
ー
の
対
応
に
当
た
っ
て

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
な
ど
改
修
が
必
要
と

な
る
た
め
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
み
の
対
応
と
な

っ
て
い
る
銀
行
も
あ
る
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

※

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
調
査
特
別
委

員
会
が
報
告
書
を
提
出

▲市内の子どもの家

▲ライトアップしたオリオン市民広場（オリオンスクエア）
▲正副議長、正副委員長が
　市長に報告書を提出

▲八幡山公園

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
昨
年
11
月
に
最
終

的
な
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　

報
告
書
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

○
全
般
的
事
項

・
少
子
超
高
齢
・
人
口
減
少

時
代
に
お
い
て
、
効
率
的
で

健
全
な
都
市
経
営
を
行
う
た

め
に
は
、
限
ら
れ
た
諸
機
能

や
既
存
資
源
を
集
中
的
に
配

置
し
、
肥
大
化
し
た
地
域
の

集
約
化
を
図
り
、
そ
れ
ら
を

有
機
的
に
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

○
拠
点
化
の
促
進

・
土
地
利
用
は
、
効
果
的
な

土
地
利
用
の
た
め
に
制
限
す

る
ほ
か
、
一
定
の
規
制
緩
和

も
必
要
で
あ
る
。

・
都
市
拠
点
は
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
都
市
機
能
を
集
積
し
、

広
域
的
な
求
心
性
や
中
枢
性

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

・
地
域
拠
点
は
、
各
地
域
の

現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
不
足
す
る
機

能
は
、
都
市
拠
点
や
隣
接
す

る
地
域
拠
点
間
で
補
完
し
合

え
る
よ
う
、
効
率
的
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進

・
基
幹
公
共
交
通
の
う
ち
南

北
方
向
は
既
存
鉄
道
を
、
東

西
方
向
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
そ
れ
ぞ

れ
位
置
付
け
、
利
用
者
の
視

点
に
立
っ
た
利
便
性
向
上
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
パ
ー
ク・
ア
ン
ド・
バ
ス
ラ

イ
ド
施
設
の
設
置
や
循
環
型

の
バ
ス
路
線
新
設
、
隣
接
す

る
地
域
拠
点
間
に
お
け
る
地

域
内
交
通
の
相
互
乗
り
入
れ

な
ど
、
交
通
結
節
機
能
の
充

実
・
強
化
が
望
ま
れ
る
。

ここがききたい！ 一般質問
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議会改革の取り組み

西　房美
（改  革）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢 

②
公
園
の
ト

イ
レ
設
置
と
雑
草
の
刈
り
取
り

③
上
欠
町
の
違
法
な
開
発 

④
農
地

問
題 

⑤
自
治
会
の
問
題 

⑥
土
砂

災
害
の
対
応

予
定
候
補
者
の
行
動
に

問
題
は
な
い
の
か

問　

あ
る
地
域
で
、
４
月
に

行
わ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙

に
出
る
候
補
者
と
市
長
が
握

手
を
し
て
い
る
写
真
が
載
っ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
自
治
会

を
通
し
て
配
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
予
定
候
補
者

を
連
れ
て
、
農
業
委
員
や
民

生
委
員
が
個
別
訪
問
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

答　

公
職
選
挙
法
で
は
、
選

挙
の
自
由
公
正
を
確
保
す
る

た
め
立
候
補
届
出
前
の
選
挙

運
動
を
禁
じ
て
い
る
が
、
平

常
時
の
純
粋
な
政
治
活
動
と

し
て
な
さ
れ
る
諸
行
為
は
、

選
挙
運
動
に
あ
た
ら
な
い
限

り
自
由
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員

や
民
生
委
員
は
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
と
さ
れ
て

お
り
、
地
位
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
は
期
間
を
問
わ
ず
禁

止
さ
れ
て
い
る
が
、
職
務
上

の
地
位
を
利
用
し
な
い
純
粋

な
政
治
行
為
は
制
限
さ
れ
て

い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
純
粋
な
政
治
活

動
と
し
て
、
政
治
家
の
政
見

や
活
動
報
告
を
記
載
し
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ

と
や
、
選
挙
と
は
全
く
関
係

な
い
用
件
や
目
的
の
た
め
に

居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
は
、

公
職
選
挙
法
の
制
限
規
定
に

直
ち
に
抵
触
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
活
動
が
行
わ
れ
る

時
期
、
場
所
、
態
様
な
ど
に

よ
っ
て
、
当
選
を
得
、
又
は

得
し
め
る
た
め
に
選
挙
人
に

働
き
か
け
る
行
為
と
判
断
さ

れ
れ
ば
、
法
に
抵
触
す
る
も

の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
て
制
度
の
周
知
に

努
め
る
。

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

【表　紙】

※陳情の場合は表紙は不要です。

【本　文】

請　願　書

（紹介議員）

○○に関する請願（陳情）

1. 趣旨

2. 請願〔陳情〕事項

平成○年○月○日
住所
氏名（代表者）　　　　　印

宇都宮市議会議長
　　　○○　○○様

印

（1）
（2）
（3）

請
願
書
の
記
載
例

　

教
育
・
環
境
・
福
祉
・
医
療
・
交
通
、
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」
「
こ
う
だ
っ

た
ら
い
い
の
に
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
市
政
の

要
望
や
意
見
な
ど
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」
、
な
い
も
の

を
「
陳
情
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
請
願
や
陳
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
も
の
は
、
市
長
に

そ
の
実
現
を
要
望
し
た
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
や
要

望
書
を
提
出
し
た
り
し
ま
す
。

　

請
願
は
必
ず
審
議
さ
れ
ま
す
が
、
陳
情
の
場
合
、
市

の
事
務
に
属
さ
な
い
も
の
、
明
ら
か
に
実
現
性
の
な
い

も
の
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
「
議
長
預
か
り
」
と
な

り
、
審
議
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

請
願
や
陳
情
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
、
提
出
者
の

希
望
に
よ
り
、
委
員
会
で
説
明
及
び
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
提
出
方
法
】

　

請
願
・
陳
情
は
、
一
人
で
も
団
体
で
も
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

記
載
例
に
し
た
が
い

日
本
語
で
趣
旨
、
請
願

（
陳
情
）
事
項
を
わ
か

り
や
す
く
記
載
し
、
署

名
又
は
記
名
押
印
し
た

も
の
を
、
直
接
、
議
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事

務
局
議
事
課
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話

（
６
３
２
）
２
６
０
８

[

上　

程]

　

議
案
な
ど
の
案
件
を
議
事

日
程
に
組
み
入
れ
て
議
題
と

し
、
審
議
の
対
象
と
す
る
こ

と
。
案
件
を
審
議
の
途
中
に

お
い
て
追
加
し
て
日
程
に
組

み
入
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

[

議
事
日
程]

　

本
会
議
の
開
催
日
ご
と
に
、

開
議
の
日
時
、
会
議
に
付
す

る
事
件
及
び
順
序
な
ど
を
記

載
し
た
も
の
の
こ
と
。
議
長

が
定
め
る
。

[

発
言
通
告]

　

議
員
が
本
会
議
で
発
言
を

求
め
る
場
合
に
、
あ
ら
か
じ

め
議
長
に
発
言
の
主
旨
な
ど

を
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
。

[

予　

算]

　

会
計
年
度(

４
月
１
日
〜

３
月
31
日)

に
お
け
る
歳
入・

歳
出
の
見
積
も
り
。
一
般
会

計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、

企
業
会
計
予
算
が
あ
る
。
当

初
予
算
に
つ
い
て
は
、
毎
年

３
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
る
。

[

補
正
予
算]

　

予
算
を
決
定
し
た
後
に
、

増
額
や
変
更
な
ど
の
必
要
が

あ
る
場
合
に
調
整
さ
れ
る
予

算
の
こ
と
。

[

決　

算]

　

会
計
年
度
に
お
け
る
収
入

及
び
支
出
を
、
当
初
の
予
算

と
比
較
し
て
確
定
す
る
こ
と
。

宇
都
宮
市
議
会
で
は
、
毎
年

９
月
定
例
会
中
に
決
算
を
審

査
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
、
審
査
し
て
い
る
。

[

専
決
処
分]

　

議
会
の
議
決
又
は
決
定
す

べ
き
事
件
に
つ
い
て
、
法
定

事
由
に
該
当
す
る
場
合
及
び

議
会
の
議
決
に
よ
り
委
任
さ

れ
た
場
合
に
、
地
方
公
共
団

体
の
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
、

処
理
す
る
こ
と
。

[

採
択
・
不
採
択]

　

請
願
・
陳
情
に
対
し
て
、

議
会
が
可
否
の
意
思
決
定
を

す
る
こ
と
。

[

決　

議]

　

議
会
の
意
思
を
対
外
的
に

表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
な
ど
の
理
由
で
な
さ
れ
る

議
決
の
こ
と
。

教
え
て
！
議
会
の
こ
と
ば

議
会
制
度
検
討
会
議
で
の
検
討
が
終
了

条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

宇
都
宮
市
議
会
で
は
、
議

会
制
度
の
見
直
し
や
検
討
を

図
る
た
め
、
そ
の
協
議
の
場

と
し
て
「
議
会
制
度
検
討
会

議
」
を
23
年
７
月
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
各
会
派

か
ら
提
案
さ
れ
た
多
数
の
検

討
事
項
に
つ
い
て
、
内
部
組

織
で
あ
る
「
議
会
制
度
検
討

会
議
作
業
部
会
」
で
細
部
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
広
範
囲
に
わ
た
る
議
会

制
度
の
調
査
・
検
討
や
見
直

し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
10
月
の
第
７
次
答
申
の

提
出
を
も
っ
て
、
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

《
主
な
検
討
内
容
》

○
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、

議
会
が
市
政
に
果
た
す
べ
き

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
議
会
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ

た
議
会
を
実
現
し
、
将
来
に

わ
た
る
市
政
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
24
年

４
月
か
ら
策
定
に
向
け
た
検

討
を
行
い
、

25
年
９
月

定
例
会
閉

会
日
（
10

月
１
日
）

に
可
決
し
、

同
日
施
行

し
ま
し
た
。

○
議
員
定
数
の
見
直
し

　

現
在
の
47
名
の
議
員
定
数

を
２
名
減
員
し
、
27
年
４
月

予
定
の
市
議
会
議
員
選
挙
か

ら
45
名
と
し
ま
す
。

○
一
般
質
問
方
式
の
見
直
し

　

24
年
３
月
定
例
会
か
ら
、

対
面
式
の
質
問
席
を
仮
設
置

し
、
一
括
質
問
方
式
と
一
問

一
答
方
式
の
選
択
制
を
試
行

的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
場
改
修
を
行

い
、
25
年
６
月
定
例
会
か
ら

対
面
演
壇
に
よ
る
一
問
一
答

方
式
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
政
策
討
論
の
実
施

　

議
員
相
互
の
合
意
形
成
を

図
り
、
政
策
立
案
及
び
政
策

提
言
に
資
す
る
た
め
、
議
員

間
の
討
議
を
取
り
入
れ
て
、

25
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
請
願
及
び
陳
情
者
の

意
見
陳
述

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
議
会
活

動
に
参
加
す
る
機
会
を
確
保

す
る
た
め
に
、
25
年
12
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
全
て
の
会
議
の
原
則
公
開

　

審
議
や
審
査
の
過
程
を
明

ら
か
に
し
、
議
会
の
透
明
性

を
一
層
高
め
る
た
め
、
25
年

10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
賛
否
の
公
表

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

24
年
３
月
か
ら
議
員
個
人
単

位
で
、
議
会
広
報
紙
に
は
24

年
７
月
発
行
号
か
ら
会
派
単

位
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
市
民
意
見
の
聴
取

　

広
く
市
民
の
意
見
を
お
聴

き
し
、
議
会
活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
25
年
10
月
か

ら
広
報
広
聴
委
員
会
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
議
会
広
報
紙
・
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実

　

議
会
広
報
紙
の
ペ
ー
ジ
数

を
増
や
し
、
定
例
会
概
要
や

審
議
結
果
の
掲
載
な
ど
、
内

容
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
特

別
委
員
会
報
告
書
や
委
員
会

等
視
察
報
告
書
、
キ
ッ
ズ
ペ

ー
ジ
の
掲
載
な
ど
、
情
報
提

供
の
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。

市議会へのご意見をお寄せください
　宇都宮市議会では、広く市民の皆さんから
ご意見をお聴きし、さらなる議会活動の活性
化を図ってまいります。
対象：市内在住又は通勤・通学している人
方法：手紙、ファクス、Eメールなど
　　　（電話や口頭でのご意見は受付でき

ません。また、住所、氏名、ファク
ス番号等を全て記載して下さい。）

回答：原則として１ヶ月程度で回答させて
いただきます。(内容によっては、回
答しかねるものもありますので、ご
了承ください。)

《提出先》
〒320-8540　宇都宮市旭1-1-5 
宇都宮市議会広報広聴委員会
FAX　（６３２）２６１３
Eメール　u3104@city.utsunomiya.tochigi.jp

《問い合わせ先》
議会事務局総務課　電話（６３２）２６１１

市民からのご意見と回答（抜粋）

意見　議会ホームページに議員のメールアドレスが記載されており、
このアドレス宛に数回メールを送信したが返答がない。ホームページ
管理担当者は何らかの対応をし、各議員にも指導すべきである。
回答　議会ホームページに記載してある各議員の連絡先は、議員紹介
の一部として掲載しており、議員へのメールについては、各議員が個
人的判断に基づき対応しているのでご理解いただきたい。
意見　①宇都宮市議会議員の年間収入は。②政務活動費は。③議員に
よる議員立法率は何％か。④新聞報道にあるように、95％以上が首長
提案条例でその原案可決率が90％であるならば、宇都宮市議会も議員
も不要なのではないか。回答　①議員報酬は年間11,215,800円である。
②所属会派に対して、議員一人当たり年額120万円を交付している。
支出に当たっては、厳しいルールを定めた「政務活動費取扱マニュア
ル」に基づき、適正に活用しており、収支報告書には1円以上の領収
書の原本、使用金額の明細書や実績報告書等を添付し残金は返還して
いる。③議員立法率は25年実績で3.39％である。④地方議会制度は
憲法や地方自治法に規定され、役割は、条例制定や予算･決算の審査、
政策提案、請願・陳情の審査など多岐に渡る。宇都宮市議会では、よ
り市民に信頼される議会を目指し、25年9月定例会で「議会基本条例」を
制定し、条例に基づいた議会活動の充実や議員の資質向上に努めている。

▲正副会長が正副議長に答申書を提出

▲対面演壇

▲採決時の様子


